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 『ナイスショット通信』 
いよいよ秋の気配から秋本番となってきましたが皆さんはいかがお過ごしでしょうか？ 

９月定例議会は８月３１日から９月２１日まで２３日間の日程で行われました。 

 今回の一般質問は世界一の長寿国である日本の現状を踏まえ、年々増加する老齢人口（６５

歳以上）の方に対する支援策として「福祉行政」、国民健康保険税における財政運営と税率改正

に向けた「保険医療行政」、スリムで効率的な財政運営を目指すために自主財源の確保に向けた

検討と貴重な市有地の活用に向けた「経営政策行政」について質問をいたしました。  

鴻巣市の合併時以降の人口（上段）と６５歳以上の人口（下段）の推移 

平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年９月 

120,820 人 120,919 人 120,979 人 120,947 人 121,040 人 120,599 人 

20,238 人 21,384 人 22,501 人 23,620 人 24,455 人 25,111 人 

１７％ １８％ １８,９％ １９,８％ ２０,５％ ２１,1％ 

埼玉県における総人口と高齢者数（６５歳以上・高齢者世帯（６５歳以上） 

 平成２３年 平成２７年 平成３２年 平成３７年 平成４７年 

人口 ７２０２,５４０ ７０３５,０００ ６９２３,０００ ６７５２,０００ ６２５８,０００ 

高齢者人口 １４５２,３５７ １７９２,０００ １９５７,０００ ２００５,０００ ２１１５,０００ 

総世帯数 ２９８３,５３７ ２８５５,０００ ２８３３,０００ ２８８９,０００ ２７２２,０００ 

６５歳以上世帯 ９３万世帯 ９６万世帯 ９９万世帯 １,０５２万世帯 １,０８６万世帯 

＊この推移は５年に一度の国勢調査を基に算出しました。（埼玉県高齢者支援計画） 

９月議会報告 

９月定例会では、障害者支援施設条例・企業誘致条例・産業観光館条例・平成２３年度補正予算 

平成２２年度決算認定など議案第５９号から議案第８４号まで審査が行われました。 

補正予算の歳出として、クレア鴻巣の修繕費・全１９小学校の学童保育室の施設備品・道路改修費 

 今回の補正は８億２,９９０万６千円となり、２３年度予算総額は３５７億５,６９１万４千円です。 

 

行政報告 東日本大震災に伴い居住用の家屋に被害を受けた方を対象にした固定資産税の減免は 

申請件数１,５４８件で減免税額は１,２７４万２,２００円でした。 

市役所の蛍光灯をＬＥＤ照明に交換した事による効果として年間１２４万円の削減となりました。 

http://www.namiki-masatoshi.com/


並木まさとしの９月議会における一般質問 

 福祉行政  （高齢者の生活支援）について 
質問 これからの９年間で日本の総人口が３００万人減るのに対して６５歳以上の老齢人口は一気

に１,０００万人増加します。埼玉県はこれまで全国でも屈指の若い県と言われてきました。平成１

７年の国勢調査では全国２番目の高齢化率の低い県でしたが４０万人といわれる団塊の世代

（昭和２２年～２４年生まれ）の方が多く、これから急速な高齢化が進みます。介護問題など高齢

者が抱える多くの問題を早期に解決し見守りや声かけなど安心して暮らせる生活支援は？ 

 

答弁 鴻巣市ではひとり暮らしの高齢者は男性６２９人・女性１,４６２人・合計で２,０９１人です。地域福

祉計画を策定してサロン活動など孤立予防事業を実施し、独り暮らし高齢者や要援護者の実態

調査をおこない状況の把握につとめます。さらに、ガス会社・電気事業者・新聞・牛乳業者・民生

委員で構成する支援ネットワークを通じて市への情報提供を呼び掛けてまいります。 

      

保険医療行政   （国民健康保険事業）について 

質問 近年の社会情勢により国保税収入が落ち込んでいます。（前年は１億５,０００万円・４．８％減）

一方、医療内容の高度化や被保険者の高齢化により医療費が増大し一般会計から多額な繰り

入れをして収支のバランスを保っている状態です。介護保険のように収支の見込みを算定して

財政計画に基づいた保険税の水準を決定するべきだと考えますが？ 

 

答弁 これまでの所得割・資産割・均等割（一人）・平等割（１世帯）の４方式を所得割りと均等割りの

２方式に段階的に移行します。医療費分の資産割３０％を１５％に、平等割を１５,０００円から７,５００

円に引き下げ、均等割りを１０,０００円から１４,０００円に改正したいと考えています。今回の改正

で全体的には１億２,５００万円の減税と見込んでいます。 

みなさんからの・ご意見ご要望を紹介します。 

① ：さん   大雨が降ると自宅前の道路が冠水して玄関にも入れないで困っています。 

『並木まさとし』 連絡後すぐにお伺いして状況を聞かせていただきました。現場の写真を撮り担当課

に説明に行きました。少し時間はかかりますが改修するとの事です。 

 

② ；さん    小学校通学路の樹木にデンキ虫が大量にいて子どもがみんな困っています。 

『並木まさとし』  早急に現場確認をしてきました。周りの樹木も含めきれいに消毒いたしました。 

 

③ ＜さん    市道でドブの蓋がないので高齢者・小さな子が落ちてしまいそうで危険です。 

 『並木まさとし』  早速、現地に行き状況を確認してきました。近所の方のご意見もお聞きして 

           至急取り付けてもらいました。 

～ぜひ、これからもみなさんのご意見・ご要望をお伝えください～ 

一般質問 その他の質問として 

＊孤立をなくすための政策 ＊民生委員の活用 ＊高齢者への支援組織体制 

 ＊国保の財政状況 ＊税率改正の方向性 ＊医療費の適正化に向けた取り組み 

＊新たな財源の確保に向けた検討 ＊市有財産の活用 ＊公有地の駐車場 

元気にホームページ更新中！！ 

検索 『並木まさとし』 ←クリック  『活動報告・写真』 


